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１ はじめに 

埼玉県熊谷市は、人口約 19 万人、東京都心から 50～70ｋｍ圏に位置し、ほぼ平
坦で、荒川、利根川の水源に恵まれた肥沃な大地と豊かな自然環境を有しています｡ ま
た、年間を通して晴れの日が多く、夏季の気温が高いことでも知られており、H19(2007)
年 8 月 16 日に、当時の国内最高気温 40.9℃、H30(2018)年 7 月 23 日には、
41.1℃を記録し、国内最高気温を更新しました。 

熊谷市がなぜ暑いのか、熊谷地方気象台の見解によると、その理由は２つ考えられてい
ます。一つが、都心のヒートアイランド現象により温められた空気が、南寄りの風に乗って運
ばれてくるため。もう一つは、上空を吹いている北西風が山を越えて吹き降ろしてくる際に圧
縮されて温度が上がるフェーン現象が発生し、温度の上がった空気が流れ込むためです。つ
まり、フェーン現象と、東京都心から流れるヒートアイランドの空気が重なる「交差点」が、この
熊谷だといわれているのです。 

 

 

 

 

 

北西風 

フェーン現象 

南風 

ヒートアイランド現象 

※熊谷地方気象台の見解による。 
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２ 暑さ対策を重点施策とした経緯 

 熊谷市には気象台があるため、以前から天気予報ではそれなりの知名度がありました
が、全国的な猛暑であった H16(2004)年に、これまで以上に注目されるようになり、熊
谷の暑さが大きく発信されました。これをヒントに、暑さを逆手に取り、貴重な地域資源と
してプラスに捉え、市民の気持ちの熱さ、人情の篤さなどの「あつさ」をキーワードとして、
楽しみながら積極的にまちづくりに生かそうと「あついぞ！熊谷」ひとづくり支援事業を開始
しました。これが「あついぞ！熊谷」の誕生です。 

この事業は、市民の方々が行う、「商店街 40℃セール」や「最高気温あてクイズ」、「打
ち水大作戦」などの活動を、市が広報や補助金という形で応援するという市民と行政の
協働事業であるとともに、地域と切っても切り離せない自然風土を資源と捉え、そこに住
む市民の元気と結びつけることで、地域の展開の可能性を探るという試みでもありました。 

暑いという地域の特色を生かしたこの事業は、市民のある種の連帯感醸成に
つながり、個人・団体・企業が「あついぞ！熊谷」の冠をつけて行うイベントを市が
ポスター等で PR する「あついぞ！熊谷」冠エントリー事業には多くの応募が寄せ
られました。市民主体のイベントが増加したことは、地域活性化のみならず、市
民活動の推進にも大きな役割を果たしました。この暑さを逆手に取ったまちづくり
は、他自治体に例がなかったため、マスコミの注目度も高く「熊谷」の知名度向
上にも大きく貢献しました。 

また、H19(2007)年に当時の日本最高気温を計測したことを契機に、「熱中症から
市民の健康を守ること」を緊急課題に据え、この課題解決を図るとともに、「暑さ日本一」
「快晴日数日本一」という特徴的な気象条件を生かした地域振興策を事業化した「あつ
さ はればれ 熊谷流プロジェクト」(あっぱれ熊谷流)は、H20(2008)年度から
H29(2017)年度を計画期間とする第１次総合振興計画のリーディングプロジェクトに位
置づけられました。さらに、3 年ぶりの猛暑となった H22(2010)年からは、暑さ対策の調
査・研究及び事業の企画・立案を行う暑さ対策プロジェクトチームを結成し、市民の生命、
健康を守るための体制を強化し、熊谷オリジナルの暑さ対策を展開しています。 そして、
H30(2018)年度から R9(2027)年度を計画期間とする第 2 次総合振興計画におい
ても「暑さ対策日本一の推進」をリーディングプロジェクトに掲げ、引き続き熱中症対策等
の暑さ対策及び地球温暖化対策を市民及び事業者等と連携しながら推進し、市民の
健康第一の安心安全な日常生活の充実を図っています。 
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３ 暑さ対策を実施したことによる成果 
 

熱中症救急搬送者数の推移については表 1 及び図 1 のとおりとなっています。これに
ついては、年ごとに暑さの傾向が異なるため、一概に比較できませんが、図 2 に示したとお
り、救急搬送者の初診時における傷病程度については、埼玉県や全国の数値と比較し
て、中等症以上での搬送者の割合が低くなっています。このことは、市が H20(2008)年
から実施してきた様々な暑さ対策や熱中症予防の啓発により、熱中症が死に至る危険
もあるということが市民に周知され、早めに対処している証ではないかと考えています。 

   また、「あついぞ！熊谷」に続き、暑さ対策もマスコミに数多く取り上げられています。こ
れまでに、NHK 等で「熊谷で学ぶ熱中症対策」の特集が組まれたのを始め、毎年多くの
新聞記事やテレビ番組に紹介されているほか、書籍や雑誌での紹介、講演依頼、視察
の受け入れなど、広く市のイメージアップや健康対策、地域活性化などにも貢献していると
言えます。 

さらに、環境省が推進する「熱中症予防声かけプロジェクト」主催の「ひと涼みアワード」
においては、初回の H24(2012)年から 10 年連続で、日本一であるトップランナー賞等
の最高賞を受賞しています。これらが評価され、R2(2020)年にはアワード初の殿堂入り
が決定しました。 

その他、知名度の上昇と「暑さ対策日本一」の称号により、民間企業等からの注目度
も上がってきたため、H28(2016)年からは、民間企業等と連携した啓発活動を数多く
行っています。企業等と連携することで、企業の特性や強み、発信力を生かして、様々な
視点から熱中症予防を呼びかけることができるため、積極的に取り組んでいます。 

  
表１：熊谷市熱中症救急搬送人員件数表 

 
図１：熊谷市熱中症救急搬送人員 傷病別人数 
 
 

年度 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R２ R3 R4 
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図２：熱中症救急搬送者の初診時における傷病程度（R４/202２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ひと涼みアワード受賞歴  ※環境省が推進する「熱中症予防声かけプロジェクト」主催 
H24/2012  ★トップランナー賞         
H25/2013  ★行政トップランナー特別賞   
H26/2014  ★トップランナー賞         
H27/2015  最優秀啓発賞(行政部門)    
H28/2016  ★トップランナー賞         
H29/2017  ★トップランナー賞         

  H30/2018  官民連携部門 最優秀賞 
  Ｒ１/2019  ★トップランナー賞  

Ｒ２/2020  熱中症ケア部門 最優秀賞 ★殿堂入りが決定 
R３/2021   熱中症ケア部門 最優秀賞 
R４/2022  オンライン啓発部門 最優秀賞 
         熊谷市立荒川中学校 行政部門トップランナー賞 
 ※H27 から受賞団体の相互投票によりトップランナー賞を決定、H30 からは表彰の対象 
  が、団体ではなく、団体が行う個別の取組に変更となった。 
※R2 からは、殿堂入りのためトップランナー賞の選考対象から外れた。 
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４ 事業紹介 

事業の右上についているマークについて 

①「あつさ はればれ 熊谷流（あっぱれ！熊谷流）」実施事業 

 Ｈ20(2008)年からＨ29(2017)年を計画期間とする第１次総合振興計画のリーディ
ングプロジェクトとして、下の５本柱で実施していたものです。計画期間満了後も継続して
取り組んでいる事業もあります。 

 

 

 

 

 

 

②暑さ対策プロジェクトチーム 提案事業 

H22 年 10 月に設置された暑さ対策プロジェクトチームは、暑さから市民を守ること、暑さ
を活用した地域の活性化、情報発信を図るための新たな方策を調査、研究し、事業提案
することを目的に R3 年度まで活動していました（以後、メンバーの新たな募集は行っていま
せん。）。メンバーは、環境や緑化、健康部門に限らず、福祉、産業振興、建設、教育委
員会など、様々な分野の職員で構成されており、各所属との兼務としていました。 

暑さ対策プロジェクトの提案事業は、市長及び
副市長へのプレゼンテーションを経て採択の可否が
決定し、採択されたものについては、事業実施課
へ引継ぎ、実現してきました。 

R2.11∼の任期のメンバー 
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 （１）まちなかの暑さ対策                                               

 環境省発行の「まちなかの暑さ対策ガイドライン改訂版」（H30 年３月）によると、まち
なかの暑さ対策は、大まかに①「うえ」日射の低減、②「した」地表面等の高温化抑制・冷
却、③「よこ」壁面等の高温化抑制・冷却、④「まんなか」空気・からだの冷却に分類できる
こと、①～④の組み合わせ(⑤)によって、より効果的な暑さ対策となることが示されています。 

① 「うえ」 日射の低減 

藤のパラソル事業 
実施年度 

H26 

目的 

・夏の厳しい日差しを軽減し、快適に街歩きができるようにすること。 

事業概要 

気温が上昇しやすい熊谷駅前通りの歩道３箇所に、日陰で信号待ちができるように藤棚と藤の苗木

を設置。藤がつくり出す夏季の緑陰と藤花による初夏の美観により熊谷の夏を涼しくする。 

担当課 

道路課 
 
 

 

えんむすび日傘事業 
実施年度 

H27～ 

目的 

・熱中症にかからずに、快適に参拝や街歩きをできるようにすること。 

・商店街の活性化を図ること。 

事業概要 

日本三大聖天の一つとして知られる、妻沼聖天山の国宝「歓喜院聖天堂」周辺の商店街の商店等

2１か所に、熊谷染の図柄をあしらった日傘や番傘約 250 本を設置し、訪れた観光客に無料で貸し出

す。R1 からは、2 人で使える大きめの「相合傘」も登場。 

担当課 

スポーツ観光課 
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熊谷さくら運動公園日陰創出事業 
実施年度 

H29 

目的 

・スポーツを楽しむ方や観戦する方の熱中症予防を図ること。 

事業概要 

熊谷さくら運動公園のテニスコート C コート南側６箇所に、風通しが良く、熱がこもらない緑陰をイメー

ジした日除けを設置する。 

担当課 

公園緑地課 
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② 「した」 地表面等の高温化抑制・冷却 

植生インターロッキングブロック・保水性舗装駐車場の整備 
実施年度 

H19 

目的 

・ヒートアイランド現象の緩和を図ること。 

事業概要 

公用車の駐車場に植生インターロッキングブロックを採用して蓄熱量を減らすとともに、保
水性舗装を施し、気化熱による冷却を促し、路面からの反射熱を削減している。 

担当課 

庶務課 

 

 

 

 

 

遮熱性舗装事業 
実施年度 

H20 

目的 

・ヒートアイランド現象の緩和を図ること。 

事業概要 

市役所本庁舎の正面口と西側駐車場の歩車道等の既設舗装に遮熱性塗料を塗ることで、路面温

度の上昇を抑制するとともに路面内部の蓄熱量を減少させ、夜間の放射熱を軽減する。 

路面温度の最大温度差が 12.4 度のデータを得た。 

担当課 

維持課 
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市民活動事業（はじめの一歩助成金） 

実施年度 

Ｈ20 

目的 

・市内の緑化を進め、暑さを和らげること。 
・市民活動を活発化させ、熊谷市を魅力と活力あるまちにしていくこと。 

事業概要 
市内における市民活動団体の設立と新たな事業の実施に対して助成金を交付する「はじめの一歩

助成金」制度において、「暑い熊谷の夏を快適に過ごすための緑化運動」にチャレンジする市民活動団
体を募集し、認定事業に対し助成金を交付 
 
 
●認定事業①：ガーデンフェスタくまがや（「特定非営利活動法人埼玉ガーデン・ガーデニング」実施） 

取組内容：熊谷農業高校と協力してコミュニティひろばに設置する「モデルガーデン」、個人の庭を一
定期間一般の人に公開する「オープンガーデン」の開催、「園芸福祉セミナー」の開催等、
植物を通した活動を通じて緑化に努める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
熊谷農業高校設置のモデルガーデン       「オープンガーデン」個人の素敵な庭を公開    
●認定事業②：星川に緑のニャオざね出没?? （「ロハスナン倶楽部」実施） 

取組内容：「中心市街地に楽しい緑化を！」と題し、星川広場にニャオざねのトピアリーを設置し、市
民に緑を親しんでもらう。また、トピアリー、ハンギングバスケット、緑のカーテン作りの講座を
開催するとともに、受講者の作品も星川広場に展示 

 
 
 
 
 
 
 
 
ニャオざねトピアリー              ハンギングバスケット講座 

担当課 

市民活動推進課 
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花緑いっぱい事業 
実施年度 

H22、H23（H23 は小・中学校みどりのカーテン部分については、別事業で実施） 

※下記のとおり行っていたものを H22 に統合して実施 

・H20 市民活動事業(花いっぱい・打水子どもの見守り大作戦)⇒ H21 校区花いっぱい事業 

・H20、H21 保育所花いっぱい事業 

・H20、H21 学校花緑いっぱい事業 

・H21 緑のカーテン推進事業 

目的 

・公共施設、公園、通学路等の緑化、花いっぱい活動を進め、暑さを和らげること。 

事業概要 

校区連絡会及び小・中学校、市立幼稚園・保育所による花緑いっぱい運動として、花の苗やプランタ

ー等を配布 

小・中学校においては、学校花緑いっぱい事業コンクールを実施（H23 から小・中学校緑のカーテン

整備事業へ移行） 

担当課 

公園緑地課、市民活動推進課、保育課、学校教育課 

 

 

 

 

保育所ひんやりペタペタ事業 
実施年度 

H25 

目的 

・夏場でも快適で移動しやすい保育環境を整備すること。 

事業概要 

保育所において、子供たちが歩く南側に面したテラスなどのコンクリート部分に熱交換塗料（※）を塗

布し、夏場においても快適で移動しやすい保育スペースを創出。籠原保育所での実証実験後、荒川・

銀座・石原・玉井・中条・箱田・市田・上須戸・江南の 10 か所の保育所で実施。 

塗布した部分としていない部分の表面温度の差 は、18.1℃であった（塗布時）。 

※夏場は余分な蓄熱や放射熱が発生しない一方で、逆に冬場は一定温度での蓄熱をするという特

徴を持っている塗料。吸収した熱エネルギーを塗料の分子の働きで消耗する。 

担当課 

保育課 
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遮熱性舗装等のネットワーク化（国・県・市） 
実施年度 

R1 完了 

目的 

・ヒートアイランド現象の緩和を図ること。 

事業概要 

国道 17 号の鎌倉町～筑波 1 丁目の約 900ｍの範囲の車道と歩道、筑波歩道橋の
通路及び階段部、駅西通り、鎌倉町通りに、舗装の温度上昇を抑制する機能がある遮
熱性舗装を施工、また、熊谷駅正面口駅前広場、ラグビーロードや市役所通りの歩道部
分に遮熱性ブロック、弥生町通りに保水性ブロックを使用。 

※国・県・市が連携し、一定のエリアを整備している例は全国的に珍しい。 
担当課 

市担当部分は、道路課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遮熱性舗装による効果 PR看板タイトル 
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籠原駅北口駅前広場の整備 
実施年度 

R１完成 

目的 

・籠原駅を利用する市民や本市を訪れる方に快適な涼しさを提供すること。 

事業概要 

歩道には、太陽の光を反射する機能を持つ遮熱透水性平板を使用したほか、広場内の一部に熱交

換塗料を塗布した。 

担当課 

土地区画整理事務所 
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遊具で遊べるんるん事業 
実施年度 

R2、R4 

目的 

・遊具に「熱交換塗料」を使用し、その遊具で子どもたちが安全に、そして楽しく遊ぶことで、暑さに対して

強い体づくりができる環境を整備すること。 

事業概要 

市内公園の１つである新堀第３，４公園にある遊具に「熱交換塗料」の塗装を実施。 

担当課 

公園緑地課 
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③ 「よこ」 壁面等の高温化抑制・冷却 

壁面緑化事業 
実施年度 

Ｈ20～（H22～壁面緑化推進事業として実施） 

目的 

・建物への直射日光を避け、植物の蒸散作用により、庁舎内の温度上昇を抑制すること。 

・来庁者に地球温暖化防止・省エネルギー対策の取組をＰＲし、広く壁面緑化の普及を図ること。 

事業概要 

H20 から、妻沼・江南庁舎や公民館などで、施設の壁にネットを張り、朝顔やゴーヤなどを花壇やプラ

ンターに植えるなどして、壁面緑化を実施している。 

H21 から、みどりのカーテン・コンテストを実施している（H30 から涼くまグランプリにて表彰）。 

H23 から H30 まで、一般家庭や事業所における壁面緑化の普及を促進するために、「みどりのカーテ

ン補助金」を交付した。 

担当課 

施設所管課等、H22∼環境政策課 

 

小学校/中学校 緑のカーテン推進事業 
実施年度 

H23～（花緑いっぱい事業から一部移行） 

目的 

・建物への直射日光を避け、植物の蒸散作用により、教室内の温度上昇を抑制すること。 

・児童・生徒の環境問題への関心を高めること。 

事業概要 

小中学校が花の苗やプランター等を用意し、ベランダ型や壁面型の緑のカーテンを作り、「みどりのカー

テンコンテスト」(H30∼涼くまグランプリと併せて表彰)を実施 

担当課 

教育総務課 

 

 

 

 

 

 R4 奈良小学校 R4 大麻生中学校 
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④ 「まんなか」 空気・からだの冷却 

熊谷駅前広場冷却ミスト事業 
実施年度 

H20～（R1 正面口を改修。P.18 参照） 

目的 

・熊谷駅を利用する市民や本市を訪れる方に快適な涼しさを提供すること。 

事業概要 

熊谷駅広場（正面口・南口・東口）に省エネルギーに配慮した冷却ミストを設置し、クールビズ期間

にあわせて 5 月～10 月(H26 までは、6 月～9 月)の 7 時～20 時に、①気温 28°C 以上、②湿度

75%未満、③風速 3m 未満、④降雨なしの気象条件がそろった時に自動運転を行う。 

噴霧エリアの温度を 2～3 ℃下げる効果がある。たいへん細かい粒子で肌に触れても濡れた感覚が

ない。 

設置箇所が駅広場であり、テレビ局の気象に関する取材に取り上げられることが多く、熊谷市の暑さ

対策日本一の取組の象徴として全国的にも有名である。 

担当課 

環境政策課 

 ※H20 年に熊谷市で開催された高校総合体育大会においても、会場内に仮設冷却ミストを設置し

て、来場者に快適な涼しさを提供するとともに、環境に優しい最新技術の普及を図った（高校総体

冷却ミスト事業）。また、H20、21 年のうちわ祭においても、同様の目的で、コミュニティひろば内に設

置した（うちわ祭冷却ミスト事業）。 
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熱中症予防グッズ配布事業 
実施年度 

H23～ 

目的 

・熱中症弱者といわれる子供や高齢者が熱中症に 

かかるのを予防すること。 
事業概要 

市内の小学 1 年生、転入生及び 75 歳の方を対象に、水に濡らして体に巻くと涼しく感じられる素材

で作製した「クールスカーフ」を配布。希望者には、市観光協会で販売。 

担当課 

企画課、H30∼政策調査課 
 

ミストシャワー購入支援事業 
実施年度 

H28 

目的 

・熱中症にかからずに、安全に地域行事ができるようにすること。 

事業概要 

屋外での地域行事を主催する団体に、ホースを蛇口につなぐだけで 

ミストを発生することができる簡易型ミスト発生装置の購入費用の半額（上限 1 万円）を補助する。 
担当課 

市民活動推進課 
 

籠原駅前広場冷却ミスト事業 
実施年度 

H30（稼働は R1～） 

目的 

・籠原駅を利用する市民や本市を訪れる方に快適な涼しさを提供すること。 

事業概要 

籠原駅北口・南口に省エネルギーに配慮した冷却ミストを設置し、クールビズ期間にあわせて 5 月～

10 月の 7 時～20 時に、①気温 28℃以上、②湿度 75％未満、③風速 3m 未満、④降雨なしの

気象条件がそろった時に自動運転を行う。 

※籠原駅北口駅前広場整備事業と併せて施工。 

担当課 

環境政策課 



17 
 

すくすくはぐくまひんやりグッズ事業 
実施年度 

R3～ 

目的 

・体温調節が未発達の乳幼児に対する熱中症対策を保護者に対し予防啓発するため。 

事業概要 

体温調節が未発達の乳幼児（1 歳児と２歳児）の保護者に対し、外出時などで使用できる本市オ

リジナルの「保冷シート」と「啓発チラシ」を配布し、子どもの熱中症を予防する。 

担当課 

こども課 

⑤ 組み合わせ 
「うえ」日射の低減＋「まんなか」からだの冷却 
通学で日傘をさそう事業 
実施年度 

R4～ 

目的 

登下校時等に日傘を活用することにより、熱中症対策及び新型コロナウイルス感染症対策を行う。 

事業概要 

市小学校児童に対し、UV カット・遮光率 99％以上の熊谷市オリジナルの晴雨兼用傘を配布。 

担当課 

学校教育課 
 
ちびっこ元気事業 
実施年度 

H27～ 

目的 

・熱中症にかからずに、安全に外遊びができるようにすること。 

・夏の外出時に帽子をかぶることを習慣化すること。 

事業概要 

市内在住の３歳児等に、熱中症予防に効果のある冷却機能を備えた「ニャオざねクールキャップ」を

配布する。帽子全体に UV カット加工を施し、首の部分についた高吸水繊維を水で濡らして使用するこ

とで、体感マイナス 10℃の冷却効果が 3 時間程度持続する。 

担当課 

こども課 
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「うえ」日射の低減+「した」地表面冷却+「まんなか」空気の冷却 

熊谷駅正面口 駅前広場の改修 
実施年度 

R１完成 

目的 

・熊谷駅を利用する市民や本市を訪れる方に快適な涼しさを提供すること。 

事業概要 

新たに設置した連続シェルターに冷却ミストをつけ、7 時～20 時に、①気温 28°C 以上、②湿度

75%未満、③風速 3m 未満、④降雨なしの気象条件がそろった時に自動運転を行う。 

歩道には、太陽の光を反射する機能を持つ遮熱透水性平板を使用したほか、タクシープールにも遮

熱性舗装を施した。 

※熊谷駅正面口駅前広場改修工事と併せて施工。 

担当課 

道路課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遮熱透水性平板 
太陽の光を反射する機能と、 

水たまりができにくい透水機能をもったブロック 

連続シェルター＋冷却ミスト 

遮熱塗装 
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 （２）室内の暑さ対策                   

  

 

 

 

 

保育所遮熱塗装事業 
実施年度 

H20 

目的 

・保育所の室内の温度上昇を抑制し、子どもたちの保育環境の向上を図ること。 

・冷房負荷を下げ、温暖化防止を図ること。 

事業概要 

銀座保育所の屋根を、赤外線を遮熱し、昇温抑制効果のある塗料を塗布した鋼板材に取替。太陽

光の約 40％である赤外線がカットされることで室内の温度上昇が抑制されるとともに、冷房負荷が下が

る。これにより、同様の保育所と比較して、1℃～3℃室内の温度が低下した。 

担当課 

保育課 

熱線反射・断熱フィルム施工事業 
実施年度 

H22 

目的 

・庁舎の室内の温度上昇を抑制すること。 

・冷房負荷を下げ、温暖化防止を図ること。 

事業概要 

市役所本庁舎及び江南庁舎の南側と西側などの窓ガラスに、透明性の高い熱線反射・断熱フィルム

を貼付。このフィルムには、日射熱を遮断するとともに、遠赤外線を反射する効果があるため、夏は涼し

く、冬は暖かい空気を外に逃がさないという特徴がある。また、冷暖房効率も高まるので、燃料使用量を

削減し、二酸化炭素の排出抑制につながるほか、災害時等の窓ガラスの飛散防止にもなる。 

効果測定の結果、平均で 3.6℃、最大で 9 度の温度差を確認した。 

担当課 

庶務課 
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玉井保育所に設置した外付け日よけ        籠原保育所のプールの様子 

  

保育所等へ外付け日よけ設置 
実施年度 

H29 

目的 

・熱中症弱者である子供が室内で熱中症にかかるのを予防すること。 

・室内でも熱中症にかかる危険性があることを呼びかけること。 

事業概要 

室内熱中症の予防を呼びかける活動「クール de ピース PROJECT」（株式会社 LIXIL との共同プ

ロジェクト）により、市立保育所、子育て支援拠点等 12 か所に計 66 セットの外付け日よけを設置し、

その効果について実証実験を行うとともに、結果をホームページ等で公開した。 

担当課 

政策調査課 
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外付け日よけアシスト事業 
実施年度 

R2～ 

目的 

・室温の上昇抑制を図り、室内での熱中症対策を推進する。 

・エアコン稼働率の減少による省エネ効果を促進し、地球温暖化防止を図る。 

事業概要 

外付け日よけを設置した市民に、設置に要した費用の２０パーセント（上限２万円）を補助金とし

て「まち元気」熊谷市商品券で交付する。補助は、一軒あたり年度内一度限りとする。 

担当課 

環境政策課 
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 （３）地球温暖化の抑制                              
温暖化対策計画策定事業 
実施年度 

H20、H26（第２次)、R2(第３次) 

目的 

地球温暖化防止のため、市域全体の温室効果ガスの削減に向けた計画策定を図ること。 

事業概要 

地球温暖化対策の推進に関する法律に基づき、「熊谷市地球温暖化対策実行計画」を策定し、

市域全体の温室効果ガスの削減を図るためのアクションプランを構築することにより、実効性のある温暖

化対策を推進する。 

担当課 

環境政策課 

 

熊谷 100 年の森づくり事業 
実施年度 

H20・H23 

目的 

・緑を増やして CO₂の削減を図り、熊谷市を日本一緑と清流に恵まれた都市に変えること。 

事業概要 

「熊谷ふるさとの森づくりの会」と連携し、市民の手で中心市街地のクール

ダウンも視野に入れた「ふるさとの森」づくりを実施。 

これまでに、熊谷さくら運動公園や熊谷市スポーツ・文化村「くまぴあ」等

6,590 ㎡に 21,280 本の植樹、延べ参加者数約 5,000 人。 

担当課 

公園緑地課 
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温暖化防止活動推進センター事業 
実施年度 

H22～ 

目的 

・市民や事業所、市民団体などと連携して地球温暖化対策 

の推進を目指すこと。 

事業概要 

H22 年 10 月 1 日に『熊谷市地球温暖化防止活動推進センター』を開設（R3 年 4 月 1 日から

運営は、「NPO 法人エコネットくまがや」） 

地球温暖化及びヒートアイランド対策の普及啓発や広報活動、二酸化炭素などを抑制するための相

談や助言を行う。 

担当課 

環境政策課 

 

 

太陽光発電等普及推進事業 
実施年度 

H24～（下の①②を統合） 

①H19 住宅用太陽光発電システム普及事業、H21～新エネ・省エネ機器普及推進事業に拡大 

②H23～業務用新エネ・省エネ設備奨励事業 

目的 

・再生可能エネルギーの利用を促進し、省エネルギーの推進や二酸化炭素の排出を抑え、地球温暖化

防止を図ること。 

事業概要 

市内の住宅に再生可能エネルギー・省エネルギー設備を設置した方に、設置費用の一部を補助する

（設備ごとに上限額等は異なる）。 

対象設備（R４時点） 

太陽光発電システム、太陽熱利用システム、家庭用燃料電池システム（エネファーム）、家庭用蓄

電システム、住宅用エネルギーマネジメントシステム（ＨＥＭＳ）、地中熱利用システム 

担当課 

環境政策課 
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低公害軽自動車導入奨励事業 
実施年度 

H24～R3 

目的 

・低公害車の普及を促進し、地球温暖化防止を図ること。 

事業概要 

軽自動車（電気自動車、天然ガス自動車、ハイブリッド自動車、低公害・低燃費車）を購入し、グ

リーン化特例が適用となった軽自動車税を納付した方に、軽自動車税種別割相当額を交付した。 

担当課 

環境政策課 

 

 

電気自動車用急速充電器の設置 
実施年度 

H26（H27～稼働） 

目的 

・低公害車の普及を促進し、地球温暖化防止を図ること。 

事業概要 

道の駅めぬま及び江南庁舎南側駐車場に電気自動車用急速充電器を設置した（R4 年 12 月か

ら道の駅めぬまの充電器の運用は(株)e-Mobility Power）。 

担当課 

環境政策課 
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スマートハウス補助事業 
実施年度 

H26～ 

目的 

・自然エネルギーの利用を促進し、省エネルギーの推進や二酸化炭素の排出を抑え、地球温暖化防止

を図ること。 

事業概要 

太陽光発電システムや家庭用燃料電池システム（エネファーム）による「創エネ」設備、LED 照明等

による「省エネ」設備、家庭用蓄電システムによる「蓄エネ」設備、エネルギーマネジメントシステム

(HEMS)による「エネルギーの見える化」設備等を有する住宅(スマートハウス)を、市内に新築又は購入

した方に補助を行う。 

担当課 

環境政策課 

 

緑のリレー事業 
実施年度 

H26∼（H26 の事業名は、緑の力でクールタウン事業） 

目的 

・緑を守り、地球温暖化防止を図ること。 

・緑の重要性を啓発すること。 

事業概要 

○緑のリレー（H26～） 

市内の処分されてしまう樹木を市民から市民へ譲り渡す機会を作るとともに、一定規模以上の大きさ

の樹木の移植にかかる費用の一部を補助する。 

○啓発パンフレット作成（H26） 

緑の重要性を啓発するパンフレットを作成する。 

担当課 

公園緑地課 
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電気自動車充給電設備普及推進事業 
実施年度 

R1～ 

目的 

・電気自動車の普及を促進し、地球温暖化防止を図ること。 

事業概要 

 電気自動車充給電設備(V2H/Vehicle to Home)を設置した方に、設置費用の一部を補助する

（5 万円を上限）。電気自動車充給電設備(V2H)は、電気自動車やプラグインハイブリッド車を蓄電

池として住宅の電源に利用できる設備で、停電や災害時に非常電源として利用したり、電力需要のピ

ーク時に電源として使用することにより、電力需要のピークシフトに貢献できる。 

担当課 

環境政策課 
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 （４） 熱中症の予防                   
  

熱中症予防事業 
実施年度 

H20～（H20 は、「熱中症予防情報発信事業」として実施） 

目的 

・熱中症予防のための注意喚起をすること。 

事業概要 

 一般財団法人日本気象協会と連携し、市内小学校(30 校)に熱中症・かぜ予防指標解析表示計

を設置し、小学校区ごとの熱中症予防情報やかぜ予防情報などをリアルタイムで市民にホームページや

メールで知らせるサービスを実施。熱中症の危険度を５段階に分け発信するとともに、測定データを基に

日本気象協会が解析・予測を行い、予防情報を提供する。結果は、ホームページで情報提供するほ

か、その危険度により防災行政無線での放送や、車両での注意喚起、学校での部活動の実施判定等

に活用（防災行政無線での放送(11 時)は、午前９時の時点で、その日の午後 1 時から３時までの

予測指標が、全 30 小学校区中、５小学校区以上で「厳重警戒」又は「危険」と表示された場合に実

施）。保育所や児童クラブ等では、熱中症予防情報を随時確認し、保育メール等で注意喚起。 

事業開始当時は、全国初の取組であったことから、「見守り熱中症予防事業」と併せて新聞やテレビ

等メディアで数多く取り上げられ、これらの報道を通して市民の熱中症に対する意識が高まり、熱中症の

発症抑制や、搬送者の軽症化に寄与している。 

なお、11 月からは、かぜ予防指標「コンコン指数」に基づく「かぜ予防情報ページ」を開設するとともに

「かぜ予防情報メール」を発信している。 

担当課 

健康づくり課 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見守り熱中症予防事業 
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実施年度 

H20 

目的 

・熱中症による被害を防止すること。 

事業概要 

 熱中症の分類と症状、なぜ暑さが熱中症を招くのか、その予防法や対処法をイラストでわかりやすく解

説した熱中症リーフレットを作成し配布。特に熱中症にかかりやすい高齢者対策として、単身高齢者宅

を民生委員が訪問し、リーフレットを手渡した。 

また、熱中症啓発用のぼり旗を 60 本製作し、市有施設（市役所本庁舎、３行政センター、熊谷・

籠原駅連絡所、さくらめいと、あすねっと、ピピア、熊谷さくら・妻沼運動公園）に 30 本設置。さらに、民

間が主催する各種イベント・行事、マスコミの取材において、熱中症予防を啓発するため、のぼり旗 30

本を貸し出した。貸出延べ本数は合計 538 本に達した。のぼり旗のデザインは、40 度以上を示す温度

計にうちわをあおぐ「あつべえ」をあしらい、暑さ対策として「帽子、水分、塩分が大切」ということをアピール

した。 

担当課 

健康づくり課 
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まちなかオアシス事業 
実施年度 

H23～ 

目的 

・屋外で熱中症にかかるのを予防すること。 

事業概要 

屋外で気分の悪くなった市民のために、庁舎や公民館など市内 22 か所（R4 年時点）の公共施設

に一時的な避難場所となるまちなかオアシスを設置している。オアシスには、冷たいペットボトルや熱中症

応急キットを備え付け、必要に応じて無料で提供し、体調回復に役立ててもらっている。 

担当課 

健康づくり課 
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PR 事業 
実施年度 

H23、H24 

目的 

・熱中症予防を啓発すること。 

事業概要 

市内在学の高校生や、本市のマスコットキャラクター「ニャオざね」による、暑さ対策のＣＭ（映像）を

作成し、市内の映画館や市役所ロビーで放映した。「暑さに負けるな編」「クールスポット紹介編」「雪くま

紹介編」「国際交流編」 

担当課 

広報広聴課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中学校へのエアコン設置 
実施年度 

H23 全小学校(普通教室)設置完了 

H24 全中学校(普通教室)設置完了 

H26 全小中学校(利用頻度の高い特別教室)設置完了 

目的 

・子どもたちが快適な空間で学校生活を送れるようにすること。 

事業概要 

小中学校の普通教室、利用頻度の高い特別教室にエアコンを設置した。 

※ハートフル・ミーティングでいただいた意見を反映して実施したもの。 

担当課 

教育総務課 
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地域へ発信！中学生サポーター事業 
実施年度 

H23～（H23∼H28 は「暑さにまけるな中学生事業」で実施。H29～対象と内容を拡大して実施） 

目的 

・熱中症にかかる中学生を減らすとともに、いざというときの知識・スキルを身につけること。 

・地域の人に熱中症予防の啓発をし、地域で熱中症にかかる人を減らすこと。 

事業概要 

中学校生活３年間をかけて、生徒を暑さ対策サポーターに養成する。 

1 年生は暑さ対策セミナーの受講、2 年生はＡＥＤ講習を行い、3 年生では、学んだことを防災行

政無線での放送や、地域行事等で情報発信し、熱中症予防を地域の方にまで広げる。体育祭で高齢

者にチラシを配りながら声かけをしたり、ショッピングモールや公共施設などで、啓発活動を行うなどした。 

（「暑さにまけるな中学生事業」では、中学 2 年生に対して熱中症対策と AED の講習を実施） 

※荒川中学校の取組が「ひと涼みアワード」において、2017 年「声かけ賞 官民連携部門 優良賞」、

2018 年、2019 年「官民連携部門 優秀賞」を受賞。2020･2021 年「団結部門 最優秀賞」を受

賞。2022 年「行政部門トップランナー賞」を受賞。 

担当課 

学校教育課 

 

 

 

 

 

単身高齢者等への慰問品配布 
実施年度 

H24～ 

目的 

・単身で生活する高齢者及び見守りを行う民生委員が熱中症にかかるのを予防すること。 

事業概要 

単身高齢者台帳登録者に対し、民生委員を通じて熱中症対策に資する慰問品及び熱中症予防

啓発チラシを配布する。あわせて、配布のため単身高齢者宅を訪問する民生委員にもお渡しする。 

Ｈ24 保冷枕、Ｈ25 ウォーターミストファン、Ｈ26 温湿度計、Ｈ27 冷感タオル、Ｈ28～R１冷感まく

らパッド、R2 冷感ジェル枕、R3 冷却シート 

担当課 

長寿いきがい課 
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デジタルサイネージ事業 
実施年度 

H25～（H25 は、デジタルサイネージ設置事業として実施） 

目的 

・市民等に熱中症予防情報や行政情報等を提供すること。 

事業概要 

JR 熊谷駅改札外側に電子掲示板（デジタルサイネージ）を設置し、熱中症予防情報や行政情

報、観光情報、災害発生時の緊急情報等を文字により発信する。 

担当課 

広報広聴課 

スマイル de クール時計事業 
実施年度 

H25、H26（H25 は、「クール＆スマイル事業」として実施） 

目的 

・市政にあまり関心がない若年層をターゲットに、暑さ対策を広く PR すること。 

事業概要 

人気サイト「美人時計」とタイアップし、市内のクールスポット等で撮影された笑顔いっぱいの市民の写

真を一定時間ごとに美人時計及び市ホームページに表示した。 

また、市ホームページ内に暑さ対策特設ページを作成し、ホームページ内の美人時計と連携させ、本

市の暑さ対策を全国に発信した。 

担当課 

広報広聴課 
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まちかどステッカー事業 
実施年度 

H26～ 

目的 

・熱中症予防を広く周知すること。 

事業概要 

熱中症への注意を呼びかけるステッカーを制作し、市内の清涼飲料の自動販売機に貼り付けること

で、広く熱中症予防を呼びかけた。 

担当課 

健康づくり課 

 

 

 

 

 

 

みよう広げよう熱中症ゼロの輪事業 
実施年度 

H26～ 

目的 

・熱中症予防を広く周知すること。 

事業概要 

熱中症予防・対処法のオリジナル動画(DVD)を制作し、市内小中学校への配付、市民への貸出、

各所管団体の会議での放映を行うとともに、市政宅配講座や市職員への研修等にも利用することで、

熱中症予防に関する知識を広めた。 

担当課 

健康づくり課 
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暑さに強い子“かんげき”！事業 
実施年度 

H28 

目的 

・児童自らが暑さに対して心がけができるようにすること。 

・保育士等を目指す大学生の研修機会とすること。 

事業概要 

子供たちが楽しみながら熱中症を理解できるよう、立正大学と連携し、保育士等を目指す学生の協

力を得て、公立保育所などで手作りの紙芝居、寸劇、紙人形劇を媒体とした熱中症予防策を教えた。 

担当課 

保育課 

アロマの香りで涼しさＵＰ事業 
実施年度 

H28 

目的 

・暑さによる不快感を軽減すること。 

事業概要 

５月から 8 月までの間、本庁舎と熊谷図書館の入口にアロ

マディフューザーを設置し、ミント系のさわやかな香りで涼しさと安

らぎをお届けした。 

担当課 

庶務課、文化センター 
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小学校委員会活動支援事業 
実施年度 

H28～ 

目的 

・暑さに対して主体的に考え行動できる児童を育成すること。 

事業概要 

各小学校の委員会活動の中で発案された暑さ対策の活動に対して支援を行っている。小学生ならで

はの様々なアイディアが実践され、熱中症予防に対する意識向上などの直接的効果のほか、「自発的な

活動により責任感が高まった。」、「地域や家庭との連携が強化された。」などの声が挙げられている。 

実施された取組の一部は下表のとおり。 

委員会名 取 組 例 

保健委員会 

・熱中症予防の児童集会や下級生へ熱中症予防講座を開催 

・体育のあとなどに、水分補給や体温降下のために氷を配布 

・熱中症運動指標ランクの掲示物作成、活用 

・熱中症対策セットを整備し、活動場所へ持ち出し 

放送委員会 
・熱中症指数や水分補給、涼しい服装などを呼び掛ける。 

・給食時に暑さ対策クイズを放送 

運動委員会 
・運動中に日陰で休憩できるようにプールや校庭に遮熱シェードなどを張る。 

・ミストシャワーやスプリンクラー等を設置 

環境委員会 ・グリーンカーテンの設置、打ち水の実施 

給食委員会 ・熱中症予防のため、残さず食べることや水分補給を呼びかけ 

JRC 委員会 
・長寿会の方への運動会案内状に、熱中症の留意点や豆知識を入れて作成 

・全クラスを回って、クールスカーフの着用を呼びかけ 

飼育委員会 ・飼育しているウサギの熱中症予防のポスターを作成し、掲示 

図書委員会 ・季節のコーナーで「こわい本」の特集を設置 

 

 

 

 

 

担当課 

学校教育課 



36 
 

遊んで学ぼう！熱中症予防啓発事業 
実施年度 

H29～ 

目的 

・熱中症とその予防法について楽しく学ぶこと。 

事業概要 

熱中症やその予防策、市の暑さ対策事業などを 

遊びながら学べるボードゲーム（すごろく）を作成。 

健康づくり課や、小学校（4 年生中心）で貸出。 

担当課 

健康づくり課 

 

 

 

 

 

 

 

涼くまグランプリ事業 
実施年度 

H30～（H30 は、「熊谷版ひと涼みアワード（仮称）事業」として実施） 

目的 

・市民等が主体となった暑さ対策を、多くの市民等に広めること。 

・表彰された人のモチベーションを維持・向上させること。 

事業概要 

 「小学校委員会活動支援事業」、「中学生サポーター事業」

で行われた優れた暑さ対策の取組や、「涼しさ体感アート事業」

及び「みどりのカーテン・コンテスト」の上位者を表彰する「涼くまグ

ランプリ」を開催し、被表彰者のやる気ややりがいを引き出す。さ

らに、小・中学校の暑さ対策の取組が活発になることで、児童生

徒が地球温暖化や熱中症予防等について深く学ぶきっかけ作り

になることを期待するとともに、優れた取組を広く発信することで、市内等での暑さ対策の拡大を目指す。 

担当課 

政策調査課 
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トイレの中から暑さ対策事業 
実施年度 

H30～R2 

目的 

・老若男女問わず、熱中症予防を啓発すること。 

事業概要 

 日常生活の中で、だれもが使うトイレを啓発の場として利用する。熱中症

を注意喚起するトイレットペーパーや、尿の色や爪の色の変化で脱水症状の

危険度を判定するポスターなどを作成。市役所や公民館、道の駅等の市有

施設のほか、駅やスポーツ施設、「熱中症予防声かけ事業」の協力店になっ

ている商業施設のトイレなどに取付けや掲示をした。 

担当課 

健康づくり課 

熱中症予防声かけ事業 
実施年度 

H30～ 

目的 

・民間企業の協力を得て、より広く熱中症予防の啓発を行うこと。 

事業概要 

 市内のデパートやスーパーマーケット、ドラッグストア等、市民生活に密

着した店舗等において、店内放送などによる熱中症の注意喚起を行う

ほか、店内に啓発ポスターを掲示した。 

 また、「トイレの中から暑さ対策事業」と連携し、店舗のトイレに、熱

中症啓発トイレットペーパー等を設置してもらった。（～Ｒ2） 

R４の協力店舗数は、4４店舗。 

 

担当課 

政策調査課、Ｒ1～健康づくり課 
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クックパッド・熊谷のページ事業 
実施年度 

H30～R2 

目的 

・暑さに負けない体作りを進めること（特に、食生活に関する知識や健全な食生活の実践面で課題の

多い 20～30 代の世代への食育を推進する）。 

・市の暑さ対策や熱中症予防法、市の特産品やイベント等を広く発信すること。 

事業概要 

 日本最大の料理投稿サイト「クックパッド」に熊谷市公式キッチンを開設し、熱中症や夏バテを予防す

るレシピ等を掲載する。レシピは、学校給食メニューを始め、市民からの公募、市内の学校や市民団体

等から提供していただいたもののほか、親善大使でフードコーディネーターの SHIORI さんなどが考案する

メニューを掲載。 

 また、クックパッドのブログ機能を用いて、熱中症予防の啓発、市の暑さ対策や特産品、イベント等の

PR を行った。 

R3 からは、市の農産物等を PR 

していくための市公式キッチンとして 

運用する。 

担当課 

政策調査課、R3～農業振興課 

 

暑さ対策ポータルサイト開設事業 
実施年度 

H30～ 

目的 

・本市の暑さ対策のあゆみや、これまでに取り組んできた施策を紹介すること。 

事業概要 

 「暑さ対策」をメインテーマとしたポータルサイトを市のホームページ内に構築し、より早く、より便利に、必

要な情報を入手できるようにする。暑さ対策の情報発信力を高めることで、市民や来訪者等の健康を

守るほか、雪くま等の暑さ対策関連事業の知名度を向上させる。 

 

担当課 

広報広聴課 
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熱中症応急キット設置事業 
実施年度 

R1～ 

目的 

・熱中症が疑われる人に対して、迅速に適切な処置を施し、傷病の重症化を防ぐこと。 

事業概要 

熱中症の患者に対し応急処置ができるよう、147 か

所の市有施設に「熱中症応急キット」を設置した。キット

には、体を冷やすため、瞬間冷却剤、霧吹き、うちわ、

水等が入っている。また、だれもが迷わず使用できるよ

う、熱中症が疑われる場合の対応や、体のどの部分をど

のように冷やすかを記載したフロー図も同梱。 

担当課 

健康づくり課 

 

 

熱中症対策キーパー事業 
実施年度 

R1～R3 

目的 

・市民等の協力により、楽しく、人目を引く方法で啓発活動を行うこと。 

事業概要 

ボランティアや職員による熱中症対策キーパー

「COOL CREW(クールクルー)」が、市内のイベント

等において、噴霧器のミストで涼をつくりながら、熱

中症予防を呼びかける。あわせて、チラシやウェットテ

ィッシュ等の啓発物品等も配布する。 

また、イベント主催者等に噴霧器を貸し出し、イ

ベント時に啓発を行ってもらう。 

担当課 

スポーツ観光課 
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中学校委員会活動支援事業 
実施年度 

R1～（Ｒ2～、Ｒ1「中学生熱中症対策事業」の取組を拡大して実施） 

目的 

・生徒自らが主体となって、各中学校の暑さ対策を充実させ、夏期の学校環境を改善すること。 

事業概要 

 中学生熱中症対策事業で、全ての中学校の部活動にＷＢＧＴ計を配布した。これを契機に、夏期

の学校環境を改善するため、大型扇風機や製氷機等、各学校で必要な備品の購入を支援する。 

 実施された取組の一部は下表のとおり。 

保健委員会 ・ミストシャワー、ミストアーチ設置  ・特別教室にスポットクーラー設置 

環境委員会 ・日差しの強い場所に「よしず」と「グリーンカーテン」を設置 

・日差しを遮るため、遮光ネットの設置 

体育委員会 ・体育館に大型扇風機設定  ・簡易テントで暑さ対策 

・全ての部に、WBGT 計の活用を呼びかける。 

緑化委員会 ・グリーンカーテン設置 

給食委員会 ・配膳室に大型扇風機設置 
 

担当課 

学校教育課 

計測結果から熱中症指数(WBGT)を算出し、注意・警戒・ 

厳重警戒・危険の４段階をバーで表示 

気温、湿度を計測 

輻射熱(日射や照り返しなど)を計測 

参考「熱中症予防運動指針」 

(公財)日本体育協会 

「スポーツ活動中の熱中症予防

ガイドブック」 屋外の部活動 
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熱中症に備えるガイドブック発行事業 
実施年度 

R2 

目的 

・熱中症対策についてまとめた冊子を作成し、市民に配布することにより、熱中症にならないよう市民一

人一人が熱中症に対する知識を身につけ、事前の備えができるようにすること。 

事業概要 

「健康づくりに関する連携協定」に基づき、大塚製薬㈱の監修の下、熱中

症の全般的な対策、こどもに対する対策、高齢者に対する対策、運動時の

対策、熱中症にかかった時の応急手当の５つの分野ごとに整理して、見やす

い冊子とし、コロナ禍における熱中症リスクを高める夏場のマスク着用時の留

意事項を加えるなど、分かりやすく日常生活に役立つ冊子とした。また、各分

野に応じたクイズを掲載し、暑さ対策マスター検定事業（市ホームページへ

掲載）と連携し、効果的に熱中症の知識や予防法が身につくようにした。 

R2 年７月市報同時配布で全世帯に配布し、さらに、転入者等への配布も行っている。 

担当課 

健康づくり課 

暑さ対策マスター検定事業 

実施年度 

R2～ 

目的 

・熱中症予防等に関する情報を市ホームページ上においてクイズ形式で提供することで、多くの方に楽

しくしっかりと知識を身につけてもらうこと。 

事業概要 

熱中症予防等に関する情報を、市ホームページ上においてクイズ

形式で公開する。難易度別に初級・中級・上級の３種類に分け、各

級を合格した方には画面上で認定証を交付する。すべての認定証に

記載されているキーワードを集めて応募していただいた方に、抽選で

「まち元気」熊谷市商品券をプレゼントする。 

担当課 

広報広聴課 
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PR 車両整備事業 
実施年度 

R2 

目的 

・貸出車両として様々な部署に使用してもらうことにより、暑さ対策をＰＲすること。 

事業概要 

暑さ対策をＰＲするデザインをラッピングした公用車を導入した。車両にはタープテント等の資材を積

載し、職員が組立てを行うことで、簡易的な休息所を設置することができる。 

担当課 

庶務課 

熊谷夏のおもてなし事業 
実施年度 

R2 

目的 

・市役所等への来庁者に対する熱中症予防の啓発を図ること。 

・暑さ対策日本一に取り組む職員の機運の醸成を図ること。 

事業概要 

熊谷市ならではの「夏のおもてなし」として、７月と８月の２か月間に熱中症予防を働きかける特別な

窓口対応を実施。具体的には、来庁者に熱中症予防カードと塩あめを組み合わせた「おもてなしセット」

を職員が特別な声かけとともに配布した。 

※塩あめは、ミドリ安全㈱から無償提供いただいた。 

担当課 

政策調査課 
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楽しく学ぼう！熱中症対策ドリル事業 
実施年度 

R3 

目的 

・児童が熱中症に対する理解を深め、自分で熱中症を予防できるよう学習に取り組んでもらう。 

事業概要 

「うんこドリル」のキャラクターを使用した熊谷オリジナルの熱中症対策啓発ドリルを作成し、小学校１

～３年生に配布する。取組後には「うんこドリル」キャラクターのクリアファイルをプレゼントする。 

担当課 

健康づくり課 

外国人のための熱中症予防啓発うちわ事業 
実施年度 

R3 

目的 

・熱中症の認知度が低い外国人への熱中症を予防する。 

事業概要 

熱中症の知識や予防方法などをやさしい日本語と外国語（英語・中国語）を併記した２種類の

「スクマムうちわ」を市役所、行政センター、国際交流協会、観光案内所、宿泊施設等で配布する。 

担当課 

広報広聴課 

熊谷ラグササイズ動画で暑熱順化事業 
実施年度 

R4 

目的 

夏の暑さが本格的になる前に体を暑さに適応させ、熱中症にならない体づくりを促進する 

事業概要 

ラグササイズ考案者の三宅敬氏監修のもと、地元プロラグビーチーム「埼玉パナソニックワイルドナイツ」の

選手が出演する「熊谷ラグササイズ動画」を作成しました。YouTube 熊谷市公式チャンネルから、どなた

でも気軽にご覧いただけます。 

担当課 

ラグビータウン推進課 
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熱中症予防講座等の開催 
主な実施内容 

・保健師が自主グループや自治会等に出向いて、熱中症予防講話を実施 
・救急法指導、自主防災訓練及び自衛消防訓練時に熱中症予防について説明 
・スポーツ少年団に対し、熱中症予防講習会を実施 
・保健センターにおいて、熱中症の症状など健康に関する相談を実施 

 

その他 
主な実施内容 

●一般市民向け 
・「熊谷市くらしのカレンダー」に、その月に必要な熱中症対策や注意点等を掲載（R2) 
・5 月～9 月に市民が集まる会議やイベントの際に、チラシや啓発物品等を配布 
・熱中症予防啓発のチラシを市内全世帯に配布（～Ｒ1） 
・高温に関する異常天候早期警戒情報の発表(気象庁)を受けて、熊谷市長の緊急メッセ
ージ「熱中症から命を守ろう！～ストップ熱中症～」を発信（H30） 
 
 
 
 
 
 
 
・R2(2020)、環境省と気象庁は高温注意情報に代わる、熱中症予防対策に資する効果
的な情報発信として「熱中症警戒アラート」（※）の発表を関東甲信地方（一都八県）
で先行実施した。 
※「熱中症警戒アラート」は、熱中症の危険性が極めて高くなると予測された際に、危険な暑

さへの注意を呼びかけ、熱中症予防行動を促すための情報。 
・R3（2021）には、「熱中症警戒アラー
ト」の発表を、全国を対象に運用を実施し
た。本市でも、アラート発表時には市民に対
し危険な暑さへの気づきを呼びかけ予防行
動を促すための情報発信を行った。 
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●こども向け 
・学校で水筒の持参や水分補給の指導 
・保育所の各部屋に温湿度計、学校に携帯型熱中症計を配布 
・保育所の午睡時に保冷枕を使用、児童クラブに保冷枕、冷却シートを常備 
・保育所職員向け熱中症マニュアルを作成 
・保育だより、給食だよりでの注意喚起 
・子育て支援拠点に対し、利用者へリーフレット等を用いた注意喚起を依頼 
●高齢者等向け 
・市営住宅内の 70 歳以上の単身高齢者世帯や生活保護受給者へ声かけ 
・市営住宅内の 80 歳以上の高齢者世帯へ「熱中症警戒アラート」が発表された際に市職
員が電話で（電話がつながらなかった場合、訪問）注意を促すとともに、エアコンの使用状況
や体調の確認などを実施(R2～） 
●農業従事者向け 
・農委だよりでの注意喚起 
・ＪＡに対して、農業従事者への熱中症予防啓発を依頼 
●運動する人向け 
・スポーツ協会から加盟する競技団体に対し、注意喚起を実施 
●まちなかでの啓発 
・庁用車に「熱中症に注意」のステッカーを貼付 
・青色防犯パトロール車による熱中症予防の放送を実施 
・消防車両が業務出向する際に広報活動を実施 
・ごみ収集車による熱中症予防の放送を実施 
●公共施設での啓発 
・庁舎４箇所と企業 1 箇所に懸垂幕を設置 
・母子健康センターや老人福祉センター、老人憩の家、男女共同参
画推進センター等の市有施設にチラシを設置 

・公民館等社会教育施設内に熱中症対策について掲示 
・貸し会議室利用者にうちわ貸し出し 
・市ホームページに「熱中症に注意」と表示 
・市役所本庁舎 1 階ホールのニャオざねに「熱中症に
注意するのにゃ！」のタスキがけ。 

・市民課等へ向かう階段に熱中症予防の 5 か条を貼
り付けた。 

 


